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不溶化技術を活かしたカドミウム吸収抑制剤の製造・販売

カドミウム対策
地域の農家（ま

たはＪＡ）

【代表者】

「Ｃｄコレクター」の
企画・開発・販売

公協産業㈱

開発・製造・販売

連携体

連携による効果

代表企業等の連絡先

農林漁業者 ４年で９６０万円の売上高増加、家畜残渣の新たな活用方法の開発

中小企業者 ４年で新商品の売上高５，７００万円、農業分野における新たな市場の開拓

企 業 等 名 ：
Ｔ Ｅ Ｌ ：
E - m a i l ：

公協産業株式会社
086-278-9770

所 在 地 ：
Ｆ Ａ Ｘ ：
ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ ：

岡山県岡山市東区中尾１２６－４
086-278-9772
http://www.kokyo.com

連携参加者

農林漁業者 鳥取県畜産農業協同組合 （農業）

中小企業者 公協産業㈱ （廃棄物処理業）

サポート機関等 岡山県中小企業団体中央会、地域活性化支援事務局

畜獣残渣の販売による収益向上効果が期待できる。また、不溶化剤を使用することで畜産製品の収益向上も見込まれる。

消費者の安全志向の高まりや食品衛生法の改正等により、これまで顕在化していなかったＣｄ対策需要の増加が見込まれる。

現在、低未利用の畜獣残渣を活用し、土壌中にあるカドミウムを農作物が吸収するのを抑制する機能をもつ不溶化剤を製造
及び販売する。

連携に当たっての課題や工夫等

従来から重金属汚染の研究を行っていた公協産業㈱は、農作物が土壌
中にあるカドミウムを吸収するのを抑制する機能をもつ不溶化剤の開発
に成功した。しかし、この不溶化剤を生産するためには、原材料となる畜
獣残渣の安定的な調達が課題となっていた。そこで、これまでに共同研
究を行ってきた鳥取大学の遠藤助教を通じて鳥取県畜産農業協同組合
と出会い、今回の連携に至った。

連携の経緯

現在、低未利用の畜獣残渣を不溶化剤の原材料として公協産業㈱に安定供給を行う。

鳥取県畜産農業協同組合から供給を受けた畜獣残渣を原材料として不溶化剤を製造し、全国に販売を行う。

畜獣残渣の安定供給

鳥取県畜産農業協同組合

原材料供給・販売

【共同申請者】

①規格外や低未利用品の有効活用

この度販売する不溶化剤は、公協産業㈱が販売していくとともに、鳥取県
畜産農業協同組合も販売者として組合員に活用してもらい、両者が連携
して商品のＰＲを行っていく。

東京大学名誉教授 松本聰、岡山大学教授 沖陽子
鳥取大学助教 遠藤常嘉、(財)日本植物調整剤研究協会中四国支部長 富久保男

東京大学名誉教授
松本聰

【連携参加者】

岡山大学教授
沖陽子

鳥取大学助教
遠藤常嘉

(財)日本植物調整剤研究協会
中四国支部長 富久保男

土壌・化学分野及び全体の知見 植物生理に関する技術・知見

土壌に関する技術・知見 実施試験に関する技術・知見


